
活
弁 ラ イ ブ
２０２３年

８月２６日（土）

②１５:３０開演 『生れてはみたけれど』（１９３２年 ・ 日本 ・ ９１分）

①１０:００開演 『チャップリンの冒険』
『ロイドの要心無用』

（１９１７年 ・ 米 ・ ２３分）

（１９２３年 ・ 米 ・ ６７分）

佐々木  亜 希子

永 田雅代

in

らくがき倶楽部６０周年プレイベント企画

with

「活弁」とは･･･
まだ映画のフィルムに音が入ってなかった時代、映画＝活動写真と呼
ばれ、日本の映画館には、必ずスクリーンの横に活動写真弁士（映画
説明者）がいて、その語りと楽士の生演奏が付くというスタイルでに
ぎやかに映画を楽しんでいました。この上映スタイルを「活弁」と言
います。「活弁」は、語り物文化が発達していた日本独特の映画文化
であり、ライブならではの一体感が醍醐味の温故知新エンタメです！



【上映作品紹介】

【出演者プロフィール】 【料金】 （１公演につき）

【チケット販売】

佐々木 亜希子

永田 雅代

一般 ２,５００円
学生 １,０００円

２公演セット券 

４,０００円

鶴岡まちなかキネマ
グッズカウンターにて

　※８月１２日（土）より

活動写真弁士

楽士（生演奏）

2023.
8.26 ラ イ ブ活 弁

in

チャップリンの冒険 生れてはみたけれどロイドの要心無用

デビュー３年目で世界一の人気者と

なった喜劇王チャールズ・チャップリ

ンの監督・脚本・主演によるドタバタ

コメディ。脱獄囚チャーリーが、命を

救った令嬢に歓待されるが、途中で正

体がバレて大騒動！さあ、どうなる!?

今年生誕１３０年、三大喜劇王の一人

ハロルド・ロイドの傑作中の傑作喜劇！

ロイドはしがない某デパートの店員。

彼女と結婚するために、一世一代の離

れ業をやってのけることに！庄内弁を

交えた活弁を親子でぜひ見てほしい。

今年生誕１２０年・没後６０年となる

小津安二郎監督のキネ旬第１位作品。

子どもの素直な視点から肩書に振り回

されるサラリーマンの悲哀をユーモア

たっぷりに描く。無声映画期に小津の

評価を決定づけた小市民映画の名作。 

山形県酒田市出身。NHK山形放送局アシス
タントキャスターを経て、２００１年より
活動写真弁士に。２２０作以上のレパート
リーを持ち、適確でウィットに富んだ脚本
と七色の声で自然と物語世界に引き込む語
りが人気の日本を代表する活動写真弁士。

鹿児島県出身。ピアニストとして多種多彩
なジャンルのアーティストと共演し、鶴岡
市出身の演歌歌手・北岡ひろしのサポート
メンバーも務める。無声映画の楽士として
も数多くの作品を手がけ、佐々木亜希子と
のコンビは１９年、全国５００公演を数える。

※一般のみ

☎０２３５-６４-１４４１

電話予約もＯＫ！

鶴岡市山王町13番36号

連動企画上映／８月２６日 （土） ～９月１日 （金） ※１週間限定

『 I AM JAM ピザの惑星危機一髪 ！ 』 〈活弁吹込版〉無声
映画


